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たきざわインフォメーション
市政情報やイベントなど生活に役立つ情報をお知らせします

9 月 10 日は「下水道の日」

①
下
水
道
へ
の
接
続
義
務

　
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
地
域
で
は
、
雑
排
水
は

６
カ
月
以
内
（
下
水
道
条
例
）、
く

み
取
り
便
所
は
３
年
以
内
（
下
水
道

法
）
に
公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る
よ

う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
接
続
し
て
い
な
い
家
庭

は
、
早
期
に
公
共
下
水
道
へ
接
続

し
、
水
洗
化
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
下
水
道
区
域
外
か
ら
の
流
入

　
前
面
道
路
に
公
共
下
水
道
本
管

が
あ
る
と
き
、
許
可
を
受
け
て
汚

水
排
水
管
を
接
続
で
き
ま
す
。

　

接
続
工
事
費
は
全
額
自
己
負
担

で
す
が
、
受
益
者
分
担
金
か
ら
そ

の
工
事
費
分
は
減
免
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
排
水
設
備
指
定
工
事

店
か
施
設
課
へ
相
談
し
て
下
さ
い
。

③�

水
洗
便
所
へ
の
改
造
資
金
融
資

あ
っ
せ
ん
利
子
補
給
制
度

　

公
共
下
水
道
、
浄
化
槽
ど
ち
ら

の
水
洗
化
に
も
利
用
で
き
、
最
大

５
年
間
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

資
金
の
融
資
限
度
額
は
、
一
般

住
宅
と
貸
家
は
１
０
０
万
円
、
共

同
住
宅
（
ア
パ
ー
ト
な
ど
）
は
大

便
器
１
個
あ
た
り
50
万
円
で
す
。

分
な
水
量
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
自
分
で
は
対
処
で
き
な
い
と
き

　

排
水
管
が
詰
ま
り
、
洗
浄
剤
な

ど
で
対
処
が
不
可
能
な
場
合
、
使

用
者
が
工
事
業
者
を
手
配
し
て

費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
必
ず
事
前
に
見
積
も
り
し
て

も
ら
い
、
金
額
を
確
認
し
て
か
ら

依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
市
が
修
繕
す
る
も
の

　

市
が
設
置
し
た
下
水
道
本
管
や

公
共
汚
水
マ
ス
に
異
常
が
あ
る
場

合
、
使
用
者
の
原
因
で
な
け
れ
ば

市
が
修
繕
し
ま
す
。
異
常
を
発
見

し
た
と
き
は
、
施
設
課
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

⑦�

自
家
水
使
用
者
の
人
数
変
更
な
ど

が
あ
っ
た
場
合
は
届
け
出
を

　
自
家
水
使
用
者
の
下
水
道
使
用

料
は
使
用
人
数
に
よ
り
汚
水
排
除

量
を
認
定
し
、
算
定
し
て
い
ま
す
。

人
数
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

必
ず
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
下
水
道
未
接
続
の
散
水
栓
、
足

洗
い
場
の
み
自
家
水
を
利
用
し
て

い
る
場
合
は
、
下
水
道
使
用
と
な

り
ま
せ
ん
）。
自
家
水
か
ら
上
水

道
に
切
り
替
え
た
場
合
も
届
け
出

が
必
要
で
す
。

④
下
水
道
に
流
し
て
は
い
け
な
い

　
も
の

　

固
ま
る
と
、
下
水
道
管
が
詰
ま

り
汚
水
が
あ
ふ
れ
出
る
原
因
に
な

り
ま
す
。
料
理
で
使
っ
た
油
は
新

聞
紙
や
古
い
布
に
吸
わ
せ
、
ご
み

と
し
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。
グ
リ
ス

ト
ラ
ッ
プ
を
設
置
し
て
い
る
飲
食

店
な
ど
は
、
定
期
的
に
清
掃
し
ま

し
ょ
う
。

　

流
れ
な
い
よ
う
に
ネ
ッ
ト
な
ど

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の

紙
や
、
異
物
な
ど
は
小
さ
な
も
の

で
も
下
水
道
管
が
詰
ま
り
、
あ
ふ

れ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
極
度
の
節
水
や
大
量
の
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
使
用
す
る
こ

と
で
詰
ま
り
が
発
生
し
ま
す
。
十

⑧
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

　

市
で
は
、
一
般
住
宅
へ
の
浄
化

槽
設
置
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
下
水
道
区
域
外

在
住
で
浄
化
槽
の
設
置
を
検
討
し

て
い
る
人
や
、
下
水
道
区
域
外
へ

引
っ
越
し
す
る
人
は
、

施
設
課
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
詳

細
は
市
H
P
か
ら
☞

⑨
パ
ネ
ル
展
を
開
催

【
日
時
】

　
９
月
９
日
（
水
）
～
25
日
（
金
）

【
場
所
】

　
ビ
ッ
グ
ル
ー
フ
滝
沢
ギ
ャ
ラ

リ
ー

◇
ク
イ
ズ
回
答
者
に
景
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
（
数
量
限
定
）。

「
下
水
道
の
日
」
の
詳

細
は
市
H
P
か
ら
☞

●
問
い
合
わ
せ

①
、
②
、
④
～
⑥
、
⑧
に
関
す
る

こ
と

施
設
課
（
☎
６
５
６・６
５
８
１
）

③
、
⑦
、
⑨
に
関
す
る
こ
と

経
営
課
（
☎
６
５
６・６
６
０
９
）

野
菜
く
ず
や
食
べ
残
し

油
類
（
料
理
用
の
油
、灯

油
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
）

髪
の
毛

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

も
注
意
が
必
要

紙
お
む
つ
や
布
類

（
タ
オ
ル
、
パ
ン
ツ
な
ど
）
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●問い合わせ　農業委員会事務局（☎ 656－ 6595）�
　
任
期
満
了
に
伴
い
農
業
委
員
９

人
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

（
以
下
「
推
進
委
員
」
と
す
る
）
11

人
の
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
任
期
は
令
和
８
年
7
月
20
日

（
月
）～
令
和
11
年
７
月
19
日（
木
）

の
３
年
間
で
す
。

●
農
業
委
員
会
と
は

　
農
業
者
の
代
表
機
関
と
し
て
市

町
村
に
設
置
さ
れ
る
行
政
委
員
会

●
農
業
委
員
の
業
務

　
主
に
総
会
で
の
審
議
や
議
決

●
推
進
委
員
の
業
務

　
担
当
地
区
で
の
現
場
活
動
な
ど

　
農
業
委
員
と
推
進
委
員
が
連
携

し
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休

農
地
対
策
、新
規
参
入
の
促
進
な
ど

の
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。地
域
の
話
し
合
い

に
も
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。

　
「
農
地
を
貸
し
た
い
、
借
り
た

い
」
な
ど
の
場
合
は
、
近
く
の
農

業
委
員
か
推
進
委
員
に
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

佐藤　桂　４期 長嶺　敏彦　３期 武田　美紀　２期 工藤　誠　２期

佐藤　恵一郎
大沢米倉　３期

農
業
委
員

会　長

南部地区（大釜、小岩井）担当南部地区（大沢、篠木）担当
藤村　与志夫　４期

宮林　和徳　４期 鈴木　美佐江　１期 井上　貴子　１期 井上　浩児　３期
中部地区（元村、室小路）担当西部地区（柳沢、姥屋敷）担当

⻆掛　健二　１期

中部地区（鵜飼）担当

北部地区（一本木）担当

会　長会長職務代理者

農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員

髙橋　敏彦
下鵜飼　３期

新田　義修
盛岡市　５期

駿河　信一
土沢　３期

齋藤　昌浩
鵜飼鬼越　１期

勝田　徹
大釜外館　２期

熊谷　喜彦
盛岡市　２期

吉清水　秀明
大釜風林　４期

主濱　学
篠木上綾織　２期

任
期
満
了
に
伴
う
改
選
の
結
果

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
に
20
人
が
就
任

新体制の農業委員会がスタート

山本　令子　１期
東部地区担当


